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詩情 右 -

行 政手 続における特定の個 人を識別するた めの番号の利 用等 に関する条例 及び石 川 県 住民基本台

帳 法施行条例の一 部 を改正する条例をここに公布する。

平 成コ一 十年十月二 日

石 川 県 知事 谷 本 正

石 川県条例第三十一号

行 政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等 に 関する条例及び石川県

住 民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例

( 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の一 部 改正)

第 条 行 政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例(平成二 十 七年

石 川 県条例第四十三 号 ) の 一 部 を次のように改正する。

第 五条を第六条とする。

第 四条中「前条第二項」を「第三条第二 項 」に改め、同条に次の一項を加える。

2
 

前 条の規定による特定個人情報の提供があった場合において、他の条例、規則その他の規程

の 規定により当該特定個人情報と同一 の 内容の情報を含む書 面 の提出が義務付けられていると

き は、当該書 面 の提出があったものとみなす。

第 四条を第五条とし、 第 三条の次に次の一条を加える。

( 特定個人情報の提供)

第 四条法 第十九条第十号の条例で定める特定個人情報を提供することができる場合は、別表第

三 の第一欄に掲げる機関が、 同表の第三欄に掲げる機関に対し、同表 の第二欄に掲げる事務を

処 理するために必要な同表の第四欄に掲げる特定個人情報の提供を求めた場合において、同表
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の 第三欄に掲げる機関が当該特定個人情報を提供するときとする。

別 表第一の二 の 項中「事務」を「事務(別表第三 に おいて「 特 別支援教育就学奨励費支弁事務」

と いう。 ) 」 に改め、同表に次のように加える。

高 等学校等(高等学校等就学支援金の支給に関する法律(平成二十二

年 法律第十八号)第二 条 に規定する高等学校等をいう。) に 在学する

生 徒又は 学 生の就学に要する費用に対する支援金の支給のうち同法第

三 条第一項に規定する就学支援金の支給以 外のものに関する事 務(次

表 及び別表第三において「高等 学校 等就学支援事務」 と いう。 ) であ

っ て規則で定めるもの

三 知 事又は教育

天 女口員会品

別 表第二 を 次のように改める。

別 表第二 (第三条 関係)
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別 表 第二の次に次の一表を加 える。

別 表 第三(第四 条関係)
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( 石 川 県 住民基本台帳法施行条例の一 部 改正)

石 川 県 住民基本台帳法施行条例(平成十四年石川 県 条例第三十五号)の 一部を次のように第 条
改 正する。

別 表 第一に次の一号を加 える。
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十 五 高 等学校等(高等学校等就学支援金の支給に関する法律(平成二十二年法律第十八号)

第 二条に規定する高等学校等をいう。)に在学する生徒又は学生の就学に要する費用に対す

る 支援金の支給のうち同法第三条第一項に規定する就学支援金の支給以外のものに関する事

務 (次表において「高等学校等就学支援事務」という。)で あって規則で定めるもの

別 表第二 中 四 の項を五の項とし、三 の 項の次に次のように加える。

四 教 育委員会高 等学校等就学支援事務であって規則で定めるもの

阿す 員Ij

」 の条例は、平成三十一年四月一日から施行する。

本 社機能立地促進のための県税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例をここに公布す

る

平 成 コ 一 十年十月二 日

石 川 県知事 谷 本 正

石 川県条例第三十二号

本 社機能立地促進のための県税の課税の特例に関する条例の一 部 を改正する条例

本 社機能立地促進のための県税の課税の特例に関する条例(平成二 十 七年石川県条例第三 十九

号 )の一部を次のように改正する。

第 一条中「 第 六条第二項」を「第六条」に、「法第五条第四項第五号」 を「法 第五条第四項第五

号 イ」 に、「認 定地方活力向上地域特定業務施設整備計画」を「認定地方活力向上地域等特定業務

施 設整備計画」に改め、「及び第三条」を削る。

第 二条の見出しを「(課税免除の範囲)」 に改め、同条 中「第五条第十九項」を「第 五条第十八項」

に 、「地方活力向上地域特定業務施設整備事業」を「地方活力向上地域等特定業務施設整備事業」

に 、「限る。 次 条において」を「限る。 以 下」に、「平成三 十 年三 月 三 十 一 日 」を「平成三 十 二 年 三

月 三十一日」に、「地方活力向上地域特定業務施設整備計画(次条において「特定業務施設整備計

画 」という。) 」 を「地方活力向上 地域等特定業務施設整備計画」に改め、「(同項第一号に掲げる事

業 を実施する者に限る。)」 を削り、「法第 十七条の二第六項」 を「同条 第六項」に、「について、当

該 特別償却設備を事業の用に供した日の属する年又は事業年度開始の日から三年又は三 年 以内に終

了 する事業年度について、当該各年又は各事業年度の所得金額又は収入金額(事業税の課税標準額

と なるものをいう。) の うち当該特別償却設備に係るものとして規則で定めるところにより計算し

た 額に対して課する事業税の税率は、石川県税条例(昭和二 十 九年石川 県条 例第二十三号。以下

「 条例」という。) 第 五十八条又は第六十三条の三の規定にかかわらず、これらの規定に規定する

税 率にそれぞれ十分の一を乗じて得た率とする」を「(次条において「特別償却設備設置者」とい
憲
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石 川 県 議会議員及び石川 県 知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等に係 る公費 負担に関す

る 条例の一部を改正する条例をここに公布する。

平 成コ 一 十年十月二日

石 川 県知事 本 正谷

石 川県条例第三十三号

石 川 県 議会議員及び石川 県 知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等に係る公費

負 担に関する条例の一部を改正する条例

石 川 県 議会議員及び石川 県 知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等に係る公費負担に関す
憲
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